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報告
【（社）日本技術士会北海道支部倫理研究会】

第 1回　技術者倫理フォーラム
～公衆から信頼される技術者になろう～

飯　野　将　徳● 2010年 3月 5日　きょうさいサロン●

まえがき
　技術者倫理の話となると、皆様もご存知の「スペー
スシャトルチャレンジャー事故」の話が有名です。
そこで起きた事例をよくみると、実は、自分達の身
近にいくらでも転がっているテーマであることに気
づきます。技術者として「さて、こんな時君ならど
うする？」との問いかけに、一瞬「ドキッ」とするこ
とがよくありませんか？…。
　そんな話題を中心に「少し皆で話さない？」と集
まった技術士達。この発足が倫理研究会です。この
3月に、研究会主催で「第 1回技術者倫理フォーラ
ム」が開催されました（初々しく…）。
　「公衆から信頼される技術者になろう」というテー
マで技術者の倫理について講演や事例研究報告が行
われましたので、研究会の PRも含めここに報告し
たいと思います。

1．開会の挨拶
　まずはじめに、代表の花田技術士より、「研究会発
足の背景や活動内容」等について話をさせていただ
きました。

○ 企業が生き延びるために必要な方策のひとつは
「国民から、公衆（国民・社会）からいかに信頼さ
れる企業になるか」である。
○ 公衆は技術を信頼して、豊かで便利な生活を送っ
ている。技術者は技術に内在するリスクも充分に
知っており、公衆の利益を最重要と考えなければ
ならないだろう。
○ そんな中、技術者には、技術的判断や経営的・管理
的判断の両方に配慮したベストプラクティスが求め
られるが、公衆への危害や危険、非モラル的行動
が生じた場合、または生じる恐れがある場合に、技
術者倫理的要素を加味した判断が求められる。

写真－1　花田氏による開会の挨拶
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○ 倫理的思考の醸成が重要である。つまり技術者倫
理的に考えたら「どの様な考え方があり、どの様
な判断を行うだろうか？」という思考プロセスを
経験することが大事である。

　「公衆から信頼される技術者になろう！」

2．基調講演
　次に、第 1回フォーラムの「目玉」として、同じ
技術士仲間である田岡直規技術士（近畿支部　中部
支部　ETの会）を招き、
　「科学技術社会的観点からの技術者倫理」～特に
技術者として、注意義務、説明責任、市民とのコミュ
ニケーション～
　と題して、技術者倫理に関するご講演を頂きまし
た。「“科学技術リテラシー機能の向上”は必須であ
り、この中で技術士が果す役割が重要である。」との
お話の後、質疑の時間には、会場から矢継ぎ早？の
質問が飛び交い、参加者の皆様の関心度の高さを実
感させられました。

3．事例研究報告
　3番目に、実際に起こりそうな具体的な問題をあ
げた事例研究報告を行いました。昨年度、倫理研究
会で実施してきた 2つの研究を例示し、現場に携
わる技術者としてどのような判断をすべきか、どこ
に問題があるか、どのように解決するかなどを議論。
発表の中では、「こんな時どうしますか？」「この設計
者のどこが問題でしょうか？」などの問いかけに、
会場の皆様にも参加頂き、「倫理的思考の醸成」の一
端を体験？いただきました。

写真－2　田岡氏 写真－3　講演風景

写真－4　講演風景
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　「発注者の○○さん」、「設計者の××さん」、「使わ
れた研究成果」などと、あまりにも身近で聞いたこ
とのある言葉に、「この事例はフィクション？　ノン
フィクション？」との疑義も発生…。

（1）「使われた研究成果」
倫理研究会　橋本技術士・日下部技術士

・ 主人公の行為を、技術士倫理要綱、NSPE・ASCE
と関連させて整理した。
・ その結果、主人公の技術者倫理上の問題点をより
具体的・客観的に把握できた。

・ 倫理研究会が行っている技術者倫理に関する検
討・研究は、その問題を明らかにするうえで有効
である。

技術士倫理要綱に照らして考えてみよう！
あなた！　その行動は技術者倫理に反していな
いかな？！　研究会へ参加しましょう！！

（2）「発注者からの依頼」
倫理研究会　今井技術士・飯野技術士

・ 設計者の行為を、技術士倫理要綱との関連で整理
した。
・ その行為が技術士倫理要綱のどの項目に該当（抵
触）したのかを明確にした。
・ 設計者の行為を倫理問題のカタチで検討した。
　→ 相反問題と創造的折衷案で整理し、問題点を明
確にした。

・ 設計者の行為を倫理問題の解き方で検討した。
　→ 功利主義として行為功利テストと規則功利テス
ト、個人主義として黄金律テストと自滅テスト、
により設計者のあるべき方策の例を明確にした。

写真－5　橋本氏

写真－7　今井氏

写真－6　日下部氏

写真－8　飯野氏
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技術者倫理問題のカタチはこんな感じか？

4．閉会の挨拶
　最後に、能登顧問より、
第 1 回フォーラムの感
想を頂くと共に、研究会
発足に当たり、「技術者倫
理」のテーマを取り上げ
てきた背景などをお話し
いただき、無事閉会とな
りました。

5．交流会
　フォーラム終了後、「技術者倫理フォーラム」第 1
回開催を記念して交流会が開かれました。約半数の
方が参加いただき、盛大な交流会となりました。参
加者の方からは、「ぜひ、うちの会にも来て欲しい」
「情報交換をしていきたい」などのお話もあり、研究
会の今後に期待する旨、ご意見を頂きました。

追記）
　当初、参加者は 50～ 60名だろうと、高を括っ
ていた幹事団。ところが、日に日に参加申込みが増
え続け、締切り前日の参加者予定数はなんと 100
名を越える状況…。急いで会場に連絡し、「イスを増
やせ、机を並べろ」とアタフタ…。
　当日の会場は、立錐の余地もなく混雑状態。“少
し酸素が足りないくらいビッシリと”。技術者倫理
に興味を持たれる方が如何に多いかと感じました。
　「技術者倫理」というキーワードに反応された方が
多かったのが要因ではないでしょうか。
　交流会に参加していただいた会場からは「あの発
表は、少し違っているのでは」との指摘に、幹事を
はじめメンバー一同冷や汗も…。
　遥か彼方で学校教育を卒業し、どう見ても“倫理”
という言葉が似合わない研究会メンバー。技術者倫
理をいかに実践とすりあわせるかに四苦八苦の一年。
　最後に、準備会の段階より、発足にご尽力いただ
いてきた能登顧問からは「少しは成長したな？」との
言葉を頂き、「ホッ」と。
　手作り感覚で仕上げた「第 1回倫理フォーラム」
でしたが、「技術者倫理」というキーワードをもとに、
現場に直面した皆様との情報共有が出来たのではな
いかと思っております。
　H22年度の倫理研究会の活動予定は、北海道支部
HPに掲載予定です。第2回技術者倫理フォーラム
に向けて再出発です。皆様もご一緒に如何ですか？

写真－9　能登顧問

写真－10　交流会にて（神谷氏、鈴木氏）

飯　野　将　徳（いいの　まさのり）
技術士（上下水道／総合技術監理部門）

㈳日本技術士会北海道支部
倫理研究会
株式会社日水コン

写真－11　交流会


